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研究成果の概要（和文）：本研究ではオオバナミズキンバイとナガエツルノゲイトウを対象とし、琵琶湖周辺で
の拡大・対策経緯を総括、対策事業の支援、防除マニュアルの作成に協力し、オオバナの近隣府県への拡大やヌ
ートリアによる摂食を確認。霞ヶ浦ではオオバナの低密度管理を支援しナガエの分布実態を調査、千葉県でのナ
ガエの用水による広域伝播と土木工事の拡大関与を確認、肝属川水系ではオオバナの水田被害状況や自然河川で
の分布範囲の維持、残土・牧草への混入による分布拡大を解明。室内実験ではオオバナとナガエのアレロパシー
物質の両種共存による活性化を示し、法制度の国際比較で土地所有者責任制度の重要性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：We focused on water primrose and alligator weed. In Lake Biwa, reviewing the
 invasion process, we supported their control projects and collaborated in publishing a control 
manual, while we confirmed the spread of water primrose to neighboring prefectures as well as its 
consumption by nutria. In Lake Kasumigaura, we supported low-density management of water primrose 
and investigated the distribution of alligator weed. In Chiba Prefecture, we confirmed the 
widespread propagation of alligator weed through irrigation channels and contamination in civil 
engineering works. In the Kimotsuki River system, we clarified the damage to rice paddies caused by 
water primrose, the maintenance of its distribution range in natural rivers, and its spread through 
soil and pasture contamination. Indoor experiments showed that the allelopathic substances are 
activated when both species coexist. An international comparison of legal systems highlighted the 
importance of landowner responsibility systems.

研究分野：保全生態学

キーワード： 侵略的外来種　初期防除　外来水生植物　オオバナミズキンバイ　ナガエツルノゲイトウ　アレロパシ
ー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の対象となるオオバナとナガエに関して、蔓延期、拡大期、侵入初期にある水域で調査を行うことによ
り、分布拡大の状況や防除手法に関して網羅的に把握を行うことができ、各地の事例について『用水と廃水』誌
において、総括として公表することができた。また、さまざまな防除手法が採られている滋賀県・琵琶湖での事
業の成果を基に「防除の手引き」としてまとめることができた。この手引きは他の地域における防除事業を検
討・実施するうえで貢献することが期待される。農地における被害に関しても『JARUS』で特集が組まれ、営農
現場における問題と課題について総括し、営農現場において参照できる形での情報発信を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
地域在来の生物多様性の保全は地球環境問題の中核的課題の一つであり、侵略的外来種は自
然と調和的に共生する社会を脅かす主因の一つとして、わが国でも「生物多様性国家戦略」の
もと「外来種被害防止行動計画」が策定され、さまざまな対策が求められている。しかし、効
果的な防除手法の開発に資する研究や防除技術の効果を分析した研究は限られ、得られた生態
や技術的知見を地域の防除態勢に実装させる社会技術の開発に関する研究は不足している。 
 本研究の対象であるヒユ科のナガエツルノゲイトウ（ナガエ）とアカバナ科のオオバナミズ
キンバイ（オオバナ）は南アメリカが原産の外来種の多年草で、前者は 1989 年兵庫県尼崎市
で、後者は 2007 年に兵庫県加西市で、国内での定着が初確認された。系統的には近縁ではな
い両種は、生態的には水陸両生であり、特に水生状態では茎葉を水面に茂らせて大規模なマッ
ト状群落を形成し、植物体の断片から新しい個体として成長する「栄養繁殖」により増殖・拡
大し、陸上環境に運ばれた個体は陸生状態で永続的に多年草として生育し続けるという、外来
種の侵略性の基盤となる生態的特徴を共通して備えている。これら共通した侵略的特徴のため、
両種ともに侵入した湖沼・河川から水田地帯において、既存の植物を競争的に排除したり、群
落下の水中の無酸素化を招き水生動物が生息できなくしたりする生物多様性保全上の深刻な影
響を与えるだけでなく、船舶航行や漁業操業、利水・治水上の障害、さらには農業被害などの
社会経済的被害も顕在化するなど、生態的特徴が共通し類似した生態的・社会経済的被害をも
たらし、その地域的範囲は植物断片が水面を漂流して運搬されることで急速に拡大することが
明らかとなってきた。このようにオオバナとナガエは、多岐にわたる深刻な侵略的影響を及ぼ
す新たなタイプの侵略的外来植物であり、ナガエは 2005 年に外来生物法が施行された際に規
制対象の特定外来生物に指定された第一次指定された植物３種に含まれ、オオバナも滋賀県・
琵琶湖での急増と被害の顕在化を受け、2014年に特定外来生物に追加指定された。 
 
２．研究の目的 
侵略的外来種であるオオバナやナガエへの対策を効果的に進めるには、生態的特徴の解明や
抑制技術の開発・評価だけでなく、水域の管理者や営農者の事情やそれがもたらす制約、その
背後にある制度的な枠組みへの配慮も重要である。すなわち、自然科学的な研究アプローチに
より得られた知見を適切に活かし、社会科学的側面も考慮に入れて有効な防除体制のあり方を
提示することが求められる。本研究では、オオバナとナガエを対象とし、生態的影響の実態把
握や効果的な防除手法の開発に資する生態的特徴を野外調査や室内実験、既存の事業報告等の
データの分析により解明し、これらの自然科学的エビデンスに基づき、多様な関係者によるモ
ニタリングや早期発見に基づく初期根絶・低密度管理手法を開発し提示することを目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、基本的に研究組織を構成する研究代表者と分担者が着手している研究活動を連
携・展開する形で進められた。各構成員が担当する地域は、生育環境（湖沼、河川、水路、農
地など）や、侵入・定着段階（侵入初期、拡大期、蔓延期など）、防除の取り組み状況（積極
駆除、対症的駆除、非対応など）などが異なるため、必要に応じて共同態勢を組んで情報や研
究成果の共有を図れるように取り組んだ。 
本研究の野外調査は、①行政と民間によるオオバナ、ナガエの防除の取り組みが長年にわた
って大規模に行われている滋賀県・琵琶湖、②滋賀県の下流域にもなる大阪府の河川・ため池、
および滋賀県に隣接する三重県の河川、③オオバナは侵入初期、ナガエは拡大期にある茨城
県・霞ヶ浦と、それに近接しナガエが蔓延する新利根川、④オオバナ、ナガエが大規模に繁茂
する千葉県・手賀沼とそこから導水する広域農業用水や、ナガエの侵入が確認された同県内の
都市公園、⑤水田地帯へのオオバナの大規模な侵入が確認されている鹿児島県・肝属川水系で
行った。手賀沼における野外調査と組み合わせた室内実験としては、オオバナ、ナガエのアレ
ロパシー物質の影響を検証した。営農活動への影響を把握することをめざして、鹿児島県・肝
属川水系における大規模な現状把握調査を実施し、千葉県の農業用水における伝播状況も調査
した。また、防除対策の有効性を左右する法令規制に関して、日本だけでなく、オオバナ対策
にも取り組み大きく異なる成果を見せるイギリス、フランスの法制度の国際比較を行った。 



社会技術の開発については、法制度比較で明らかなように水域・土地の所有者・管理者・利
用者と実際の被害の関係について分析を行うとともに、農地における対策の難しさとそれを打
開するための方策を検討した。 

 
４．研究成果 
①滋賀県・琵琶湖における分布・生育状況、および防除活動の支援 
滋賀県・琵琶湖では、2009年に野外での生育が具体的に把握されてから後、急速に分布と生
育面積が拡大し、2012 年には漁業被害が発生したことから、地元の漁協と NPO、学生団体等
が連携した地域での取り組みが始まるとともに、行政が支援する駆除活動も始まった。2013年
度には、特定の内湖において人力駆除を主体とする駆除事業が実施され、人力だけでは対策が
追いつかないことが明らかとなり、2014 年度から滋賀県が主導する「琵琶湖外来水生植物対策
協議会」を中心とする対策事業が実施され、長年にわたる詳細な分布・生育データの蓄積があ
る。こうした過去の記録・報告をもとに中井（2021）・Nakai (2022)において経緯を総括的に
概観し、世界的にも珍しい外来水生植物の大規模防除事業が行政と研究者の連携によって大繁
茂状態から低密度状態への移行に成功したことも論じた（Miyanaga and Nakai, 2021）。 
対策事業の蓄積によって得られた技術的知見は、研究代表者が全面的に執筆協力する形で、

2023年度末には琵琶湖外来水生植物対策協議会から「オオバナミズキンバイおよびナガエツル
ノゲイトウの防除の手引き～琵琶湖および周辺地域での対策事例から」としてまとめられた。
（環境省の外来生物に関するウェブサイトの「防除に関する手引き（マニュアル）」を紹介す
るウェブページhttps://www.env.go.jp/nature/intro/3control/tebiki.htmlにおいて公開予定。）。 
 

②大阪府および三重県における普及啓発を通じた分布情報集積およびモニタリング 
 琵琶湖の下流域でもある大阪府においては、早期発見の観点から、野外行事や講演会、博物
館の常設展・企画展、印刷物，SNS による情報発信等で市民からの情報提供を呼びかけオオ
バナの新産地情報の収集を行うとともに、生育が確認された場所におけるモニタリングを
行った（横川，2021）。その結果、大阪府南部のため池でオオバナの生育箇所が増えてい
ることが確認され（横川, 2022a, b），大阪府外の三重県からも複数箇所でのオオバナの確認
が報告された。また、モニタリングの結果、高槻市や岸和田市久米田池では駆除作業が進み生
育面積の縮小が確認され、東大阪市ではさらに、オオバナが同じく南アメリカを原産地とする
特定外来生物の大型齧歯類・ヌートリアによって捕食される事例も観察された（2022b）。 
鈴鹿山脈をはさんで滋賀県に隣接した三重県からの確認情報に基づき、2023 年夏には代表
者・分担者らによる現地調査を行った。その結果、鈴鹿川では２年前の河川水辺の国勢調査で
オオバナが確認されていたことがわかり、また、本種が農業用水の取水堰の湛水域にも大群落
が生育しているため、地元関係者との情報共有・意見交換の場においては、農業被害について
も懸念されること等を助言した。なお、この時の活動内容は、地元の NHK 津放送局のニュー
ス番組でも報道された（https://www3.nhk.or.jp/lnews/tsu/20230727/3070010981.html）。 
 

③茨城県・霞ヶ浦および周辺水域における分布生育状況調査と防除活動の支援 
 茨城県・霞ヶ浦では、分担者らがオオバナ、ナガエの分布状況を把握するために、ボートに
よる湖面からの観察、および乗用車を用いた湖岸からの観察による現地調査を行った。その結
果、2017年で確認されて以来、早期対応が続いているオオバナの分布は、既知の西浦の奥部の
３箇所以外には確認されなかったが、ナガエは湖岸沿いに既知の生育地点の北限を超えて、北
部を含めて広範囲にわたって分布していることが明らかとなり、このデータはGoogle Mapツー
ルでまとめて共有をしやすくし、今後の防除対策や野外調査にも活用する予定である。 
 霞ヶ浦におけるオオバナの生育地では、既知の３箇所で生育状況が大きく異なっており、複
数回の駆除対策が行われた。現在、この活動は河川管理者である国土交通省霞ヶ浦河川事務所
の呼びかけのもと、分担者がハブとなって博物館を中心とした茨城県、霞ヶ浦周辺の市民、そ
れに関わる研究者等で連携した体制を作り、ボランティアベースでの早期駆除を継続すること
で、低密度管理を続けている（伊藤・茂垣，2021）。 
分担者らは、霞ヶ浦の接続水域でもある新利根川においても分布調査を実施し、オオバナは
確認されなかったが、ナガエは同河川のほぼ全流程にわたり分布し、場所によっては河道を閉
塞させる規模での繁茂状況にあることを確認した。 
 

④千葉県・手賀沼等における生育状況の変遷および広域分布拡大の経路分析 
 千葉県では、県内および周辺地域におけるオオバナ、ナガエ等の侵略的外来水生植物の生
育・繁茂域の変遷を明らかにした（林, 2021, 2024b）。その結果、特に、ナガエに加え特定外
来生物・オオカワヂシャについては、河川・水路のみならず、水田・畦畔・公園・街路樹植枡
など、農地・市街地に広範に繁茂地が拡散していることが判明し、農業用灌漑水路のみならず
工業用水・生活用水の利水系統も関与が認められること、各種土木工事に用いられる土嚢袋に



充填される土壌に混入する植物体断片が、水辺に留まらず市街地・公園など想定外の場所への
繁茂域拡散に関与していると推測された。オオバナ、ナガエが繁茂する手賀沼においては、分
布生育状況のモニタリングを継続するとともに、新たに始まった行政による防除事業に対する
助言等を行った。大規模にオオバナ、ナガエが生育する手賀沼においては、千葉県が本格的に
防除事業に着手したが、その企画・運営に関する助言を行った。 
 

⑤鹿児島県・肝属川水系におけるオオバナの農地・河川への侵入状況と拡大経路分析 
 鹿児島県・串良川水系では、東串良町、鹿屋市（旧串良町）、肝付町においてオオバナの水
田地帯への侵入が拡大し、耕作被害も発生している。代表者と分担者らはこの地域を複数回訪
れ、オオバナの水田における生育・繁茂・被害状況の調査と農地内への侵入過程の分析を行う
とともに、周辺河川・水路・農耕地における分布・生育状況の調査を実施し、分布拡大経路を
推定した。水田においては、本種はしばしばイネを押しのけるような猛烈な繁茂を見せること
があり、地元農家によればこの地域での収穫はJAに依頼して収穫機によって実施されるが、オ
オバナの侵入が確認された場合、収穫機が故障する原因となるため依頼を断られるとのことで、
オオバナの侵入・繁茂により収穫放棄になる場合があるという。圃場への侵入は、農業用水の
給水栓周辺や圃場の角に設けられる農業機械の出入り用のヤードの周辺に多く見られることか
ら、隣接した圃場からの直接的な侵入に加え、農業用水への混入や農業機械への付着が圃場へ
の侵入経路として重要であることが示唆された。 
オオバナが侵入した水田地帯を流れる自然河川にもオオバナが生育しており、肝属川と支流
の串良川、汐入川、高山川において調査を実施した。その結果、肝属川水系へのそもそも侵入
経路として、ため池の公園化と農業用水の付属施設として建設されたビオトープ施設に導入さ
れた可能性が高いことが推測された。そして、本種の流程での分布は、上記導入箇所を含めた
侵入箇所を上流端とした下流方向への分布拡大（串良川・高山川）に加え、海の潮汐の影響を
受ける感潮域においては満潮時の上げ潮の上流端までの流程分布が維持されることも確認され
た（肝属川・汐入川）。また、本種の分布域の拡大が山沿いの傾斜地の砂防用の大型土嚢への
混入や、畜舎周辺での飼料米・資料稲への混入の事例を確認することができた。 
 

⑥他感作用物質に関する実験 
オオバナとナガエの生育が他感作用（アレロパシー）の影響を与えるかどうかを検証するた
めの野外調査と室内実験による検証を行った。その結果、両種の代謝物質が他感作用（アレロ
パシー）を持ち、動物プランクトンに質的・量的に影響を及ぼすことや、ナガエとオオバナが
拮抗して共存する場において、アレロパシー物質の代謝活性化が示唆されること、アレロパシ
ー物質の影響は食物網を通じて水界生態系全体に深刻な影響を波及させる恐れがあることなど
が明らかとなった（林，2024a）。 
 

⑦侵略的外来水生植物対策を効果的にする法制度に関する国際比較分析 
 西ヨーロッパにおいてオオバナはフランスには 100 年以上前に侵入し、国の南部を中心
に農業生態系に拡大し、近年は深刻な営農被害が発生している。一方、イギリスにおいて
は、近年までオオバナの侵入は確認されていなかったが、イングランドにおける侵入が確
認されるようになった。これに対して、イングランドでは効果的な早期防除対策が徹底し
て行われ、いくつもの侵入地点での根絶に成功していた。その背後にある法制度について
分析したところ、イングランドでは侵略的外来生物管理において、「土地所有者責任」
（Landowner Responsibility）制度が有効であることを明らかにした（上河原・稗田, 
2021，Kamigawara et al. 2021）。この制度は、1)英国政府による「1981年野生生物及び
田園地域法」第 14条に関する解釈、2)「2014年反社会的行動・犯罪・取締法」第 43条に
基づく「地域社会保護命令」制度、3)「2015 年インフラストラクチャー法」23 条に基づ
く「種管理規程」という３つの要素で支えられており、中央政府が強く関与・支援し、対
象となる外来種の生息・生育状況に応じて柔軟に適用されていることを明らかにした。 
 

⑧博物館等の普及啓発活動 
 研究組織の構成員のうち４名は博物館施設（大阪市立自然史博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、
千葉県立中央博物館、ミュージアムパーク茨城県自然博物館）に所属していることから、博物
館の常設展示の充実や企画展示の開催、友の会を含めた出版物の発行や交流事業の実施など、
さまざまなメディア・活動を通じて、オオバナ、ナガエに関する普及啓発を積極的に行った。
博物館施設（大阪市立自然史博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、千葉県立中央博物館、ミュージ
アムパーク茨城県自然博物館）では、展示・出版物・交流事業等のメディア・活動を通じて、
オオバナ、ナガエに関する普及啓発を随時行った。このような活動を通じて、新たに分布生育
に関する情報が集まるなど、普及啓発活動が一般市民や自然愛好家らの関心の裾野を広げ、実
態把握の推進に一定の効果があることが示される結果となった。 



 また、博物館への同定依頼のなかには、オオバナとの近縁種（在来種ミズキンバイ）が含ま
れることがあり、同種に関する栽培個体の逸出と推測される生育状況に関して、いくつかの情
報が得られた。さらに、国立科学博物館や東京大学、京都大学、牧野標本館など、国内の主
要な植物標本室にはオオバナの標本がほとんど入っていないことや、図鑑等に正確な情報
が載っていないことが今後課題として挙げられる。 
 

⑨効果的な対応のための社会技術に関する分析と課題 
 オオバナとナガエが実際に大規模な生育が確認されている水域においてさえ、具体的な対策
が採られるとは限らない。その背景として、生育する場所・水域の所有者・管理者・利用者に
とって直接的に深刻な被害が起こりにくい場合が多く（たとえば、河川に繁茂しても河川管理
者にとって、これらの植物は洪水時には流されてしまうため、治水上の被害が及ばないなど。）、
対応策が採られにくいことがある。栄養繁殖を行う両種は、用水に植物片が混入することによ
り分布範囲を拡大させ、特に農業用水の場合には、農地への侵入を招き、結果として深刻な営
農被害を及ぼす事例が各地で確認されるようになってきている。現在のところ、用水への混入
問題への対策は、その用水の利用者ら受益者側の対応にもっぱら委ねられているところである
が、用水の水源の所有者らとの連携・協力を深化させ、より効果的な予防策が検討できるよう
な枠組みが必要であると考えられる。 
 オオバナとナガエはどちらも農地に侵入した場合に、収穫放棄に至るほど深刻な被害を与え
うることもわかってきた（嶺田, 2021, 2023; 中井，2023）。農業は農地の所有者や営農者によ
る生業であるため、侵入したオオバナやナガエに対して、行政等が積極的に支援・補助するこ
とは難しい。また、両種とも侵入初期には気づかれにくく、営農活動を継続するにつれ圃場内
で生育密度を高め、ある閾値を超えた途端に制御不能な状況が訪れるため、圃場への侵入が確
認された場合においてすら、営農者側での被害の出ないうちの早期対応は難しい。農地でのオ
オバナ・ナガエの侵入・繁茂による被害の深刻化を防ぐための効果的な対応としては、特に侵
入初期の段階において、オオバナまたはナガエが特定の圃場で発見された場合、行政の農政部
局が近隣の営農者をはじめ土地改良区、水利組合、農協など関係者を集め、対策の相手となる
植物について知るための学習・研修の場を設け、周辺の営農者に対して、対象となるのがどの
ような植物であるのかを認識してもらうとともに、それを除去するための望ましい手法につい
て学んでもらう機会とし、地域における早期発見・防除の目を養成しながら、地域レベルでオ
オバナ・ナガエの侵入・繁茂を防ぐ体制づくりが重要であることを提案した（中井，2023）。 
 本研究の期間中、オオバナやナガエに関して侵略性の高い外来種としてマスコミで紹介され
る機会が増えた。その多くは、新たな水域・地域での発見に関するものと、具体的な対策事業
を報じるものであり、本研究組織の構成員も取材に対応する場合が少なからずあった。そのよ
うな機会を通じて、これらの植物の広範な侵略性に対する危機意識を喚起できるような情報発
信に努めたことも、社会的な認識を高めることにいくらかでもつながったものと思われる。 
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